

































































































































































































分 類 し た り し
て，伝え合うた
めに必要な事柄
を選ぶこと．
ア 目的や意図
に応じて，日常
生活の中から話
題を決め，集め
た材料を分類し
たり関係付けた
りして，伝え合
う内容を検討す
ること．
構造と内容の把握精査・解釈考えの形成共有
エ 話し手が知
らせたいことや
自分が聞きたい
ことを落とさな
いように集中し
て聞き，話の内
容を捉えて感想
をもつこと．
エ 必要なこと
を記録したり質
問したりしなが
ら聞き，話し手
が伝えたいこと
や自分が聞きた
いことの中心を
捉え，自分の考
えをもつこと．
エ 話し手の目
的や自分が聞こ
うとする意図に
応じて，話の内
容を捉え，話し
手の考えと比較
しながら，自分
の考えをまとめ
ること．
2.2．幼児教育との関連からの整理
また，「その他の重要事項」に関するものとして「初等
中等教育の一貫した学びの充実」がある．「小学校入学当
初における生活科を中心とした「スタートカリキュラム」
の充実」や「幼少，小中，中高といった学校段階間の円滑
な接続や教科等横断的な学習の重視」が求められることと
なった．
文部科学省（2017a）には，「低学年における他教科等や
幼児教育との関連についての配慮事項」が，以下のように
ある．
（7）低学年においては，第１章総則の第２の４の（1）を踏まえ，
他教科等との関連を積極的に図り，指導の効果を高めるように
するとともに，幼稚園教育要領等に示す幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿との関連を考慮すること．特に，小学校入学当
初においては，生活科を中心とした合科的・関連的な指導や，
弾力的な時間割の設定を行うなどの工夫をすること．（p.157, 下
線＝引用者）
ここで示された「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」とは，文部科学省（2016）の資料②にあるような「健
康」，「人間関係」，「環境」，「言葉」，「表現」の５領域の内
容を10に整理したものであり，５領域の「ねらい」に反映
され，「内容」に示された活動の中で力を身につけ，年長
児から小学校にかけて子どもの成長していく様子を示した
ものである．
そして，「ねらい及び内容に基づく活動全体を通して資
質・能力が育まれている幼児の幼稚園修了時の具体的な
姿」でもあり，それは文部科学省（2016）の資料①「幼児
教育で育みたい資質・能力の整理」で示されているように，
「遊びを通しての総合的な指導」によって育まれた，小学
校以上に向けての三つの柱の「基礎」として位置づけられ
たものとなっている．
例えば，国語科と密接にかかわる領域の一つである「言
葉」では，平成29年版幼稚園教育要領の「ねらい及び内容」
に以下の表３のような内容が示されている．
まず，領域「言葉」における「ねらい」の「（2）人の言
葉や話などをよく聞き，自分の経験したことや考えたこと
を話し，伝え合う喜びを味わう」ために，「先生や友達の
言葉や話に興味や関心をもち，親しみをもって聞いたり，
話したりする」活動が示された．文部科学省（2017b）の
「内容と取り扱い」に，「幼児が自分の思いを言葉で伝える
とともに，教師や他の幼児などの話を興味をもって注意し
て聞くことを通して次第に話を理解する」（p.16，下線＝
引用者）とあるように，子どもたちは正確な理解へと向け
た素地を育めるようになっているのがわかる．
それだけではなく，「内容」における「（2）したり，見
たり，聞いたり，感じたり，考えたりなどしたことを自分
なりに言葉で表現する」活動や，「（7）生活の中で言葉の
楽しさや美しさに気付く」活動，「（9）絵本や物語などに
親しみ，興味をもって聞き，想像をする楽しさを味わう」
活動についても，「聞くこと」の学習指導における幼児教
育との関連では，大事にしていかなくてはならないものが
示された．
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表３　〔領域「言葉」〕
〔経験したことや考えたことなどを自分なりの言葉で表現し，
相手の話す言葉を聞こうとする意欲や態度を育て，言葉に対す
る感覚や言葉で表現する力を養う．〕
１　ねらい
（1）自分の気持ちを言葉で表現する楽しさを味わう．
（2） 人の言葉や話などをよく聞き，自分の経験したことや考え
たことを話し，伝え合う喜びを味わう．
（3） 日常生活に必要な言葉が分かるようになるとともに，絵本
や物語などに親しみ，言葉に対する感覚を豊かにし，先生
や友達と心を通わせる．
２　内容
（1） 先生や友達の言葉や話に興味や関心をもち，親しみをもっ
て聞いたり，話したりする．
（2） したり，見たり，聞いたり，感じたり，考えたりなどした
ことを自分なりに言葉で表現する．
（3） したいこと，してほしいことを言葉で表現したり，分から
ないことを尋ねたりする．
（4）人の話を注意して聞き，相手に分かるように話す．
（5）生活の中で必要な言葉が分かり，使う．
（6）親しみをもって日常の挨拶をする．
（7）生活の中で言葉の楽しさや美しさに気付く．
（8）いろいろな体験を通じてイメージや言葉を豊かにする．
（9） 絵本や物語などに親しみ，興味をもって聞き，想像をする
楽しさを味わう．
（10）日常生活の中で，文字などで伝える楽しさを味わう．
文部科学省（2017b）pp.16–17．下線＝引用者
文部科学省（2017b）の「内容と取り扱い」に「（4）幼
児が生活の中で，言葉の響きやリズム，新しい言葉や表現
などに触れ，これらを使う楽しさを味わえるようにするこ
と．その際，絵本や物語に親しんだり，言葉遊びなどをし
たりすることを通して，言葉が豊かになるようにするこ
と」（p.17，下線＝引用者）とあるように，まさに，言葉
の響きやリズムは話す・聞くといった活動によっておこな
われるものである．また，絵本や物語に親しむ場合におい
ても，文字未習得段階である子どもたちにおいては，読み
聞かせなどによって体験するものであり，ここでも聞く活
動なしでは成り立たないものである．
こうした遊びや生活の中で聞く活動をしっかりとおこな
い，学びを行ってきた入門期の子どもたちに対して，改訂
の方向性に沿った幼児教育との関連を図った「聞くこと」
の学習指導の開発が必要になってきたのである．
３．入門期の「聞くこと」の学習指導
3.1．聞き浸る活動を活かした学習指導
平成29年版学習指導要領において，第３学年及び第４学
年の内容として「話を聞こうとすること」，「話に対する反
応」を話して示すといった，「聞くこと」の「関係性」に
関わることを目的とした態度の指導が示された．この内容
は，自らの聞く行為を「演出」する行為といえるのではな
いか．話をしてくる相手のことを考え，相手に対してよい
聞き手となるように聞き方を自覚的におこなうというもの
である．このことは，話し手と聞き手の良好な関係性を維
持するために必要なマナーともいえる行為である．
こうした聞く態度の必要性を子どもたちが感じるために
は，それまでに聞くことの意味や話し手の存在の価値につ
いて実感する体験をしっかりと経験しておくことが必要で
ある．
そのためにも，第１学年及び第２学年，とりわけ文字未
取得段階であり，話す・聞く活動が中心となる入門期にお
いて，聞くことの意味や話し手の存在，同じ聞き手となっ
ている他者の存在の価値について実感する体験を大事にし
た聞くことの学習指導が必要といえる．
そこで，子どもたちには「聞き浸る」体験をしっかりと
経験させたい．お話の世界に入り込んで聞く「読み聞かせ」
や，言葉の響きやリズムを体感しながら楽しむといった
「言葉遊び」などはその具体的な活動として適したもので
はないかと考える．
「読み聞かせ」については，絵みながらストーリーを耳
で聞き，その世界に浸ることで想像力を広げるといった語
彙を豊富にするなどの効果があるだけでなく，耳で聞いた
言葉から絵本に書かれている文字への関心を誘うといった
聞く活動から読む活動への橋渡しにもなる入門期として適
したものであるといえよう．
また「言葉遊び」には，「意味（技巧）や形式の遊び」
や「文字（形）の遊び」に加え，「音の遊び」がある．早
口言葉や音（オノマトペ）作り，いろはうたなどが当たる
が，これらは言葉の響きやリズムを体感するといった行為
自体が学びの一つでもあるが，回文などは文字への関心を
誘う，先ほどの「読み聞かせ」と同様の聴く活動から読む
活動への橋渡しとなる入門期ならではの活動となるといえ
る．
3.2．まとめ
「聞くこと」の学習指導の入門期の指導として，「聞き浸
る」ことを取り上げた．これらは，「読むこと」や「伝統
的な国語文化」などとも関連する内容とものではあるが、
「聞くこと」の行為の意味や価値を学び，言葉の機能を学
ぶものとして，豊かな学びを生む学習活動としての可能性
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をもつものである．
４．おわりに
本稿では，入門期の学習指導の充実に向けて，「読み聞
かせ」や「言葉遊び」を活かした「聞くこと」の学習指導
の可能性について言及したものの，「読み聞かせ」や「言
葉遊び」に関する具体的な実践の紹介やそのなかで生まれ
る「聞くこと」の学びの内容についてまで検討までをおこ
なうことができなかった．
入門期の国語学習について検討したものに，安野光雅・
大岡信・谷川俊太郎・松井直（1979）『にほんご』をめぐ
る議論がある．これは，話す・聞くを先行させた学習指導
要領にとらわれない小学校１年生のために作られた教科書
についてなされたものである．今後は，これら議論や実践
をめぐる議論を参考に入門期の「聞くこと」の学習指導の
可能性について探っていきたい．
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